
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 高松小学校だより 

たかまつの子 第９号 

【 １月 主な予定 】  

【読み聞かせ】   下学年 １５日・２９日   上学年 ２２日  

【ｶｳﾝｾﾗｰ来校日】   １３日・２０日・２７日    【３年放課後学習】   １４日・２１日・２８日 

     【身体測定】   １年 １９日 ２年 １６日 ３年 １５日 ４年 １４日 ５年 １３日 ６年 ９日  

 

１月 ８日（木） 始業式 （全校１１：５０下校） 

１月 ９日（金） 給食開始（全校１３：３０下校） 

１月１６日（金） ４年 出雲科学館学習 

１月２１日（水） 浜山中学校入学説明会（６年保護者） 

１月２２日（木） なかよし学級 わくわく玉手箱（浜山中学校区 特別支援学級合同学習会：湖遊館） 

１月２４日（土）～２５日（日） 中部ブロック造形作品展（出雲科学館） 

１月２９日（木） ５年 もちつき体験 

１月３０日（金） 入学前保護者説明会（新入学生保護者） 

「人権集会での話」 

 

人権は、誰もが安心して過ごすためにとても大事なことです。みんなで守っていく必要があります。 

ところで最近のみなさんの姿を見ていると、「人権をしっかり守っているな！頑張っているな！」と思

うことがよくあります。 

例えば、毎年２学期には、人の靴を隠したり、壁に落書きをしたりするなど、良くないこと、正しくない

こと、人が嫌な気持ちになること、人権を守っていないことが、しばしば起こります。 

ところが、この２学期、靴隠しや落書きなど、人がイヤな気持ちになる事件がほとんどありませんでし

た。それだけではありません、友だちへのいじわる、からかい、トラブル、けんかなどの数が、ゼロではな

いけれど、１学期に比べるとかなり減ってきています。 

これは、みなさんが、人権を守ろうとがんばった証拠です。 

別な言い方をすると、「心が育ってきた。」と言えると思います。 

「話の聞き方」はどうでしょう？人権集会の様子を見ていましたが、しーんと集中して聞いていました。 

「人のことを大切にして聞く。」姿が見られて、すばらしかったです。 

こういう態度は、１学期、特に４月とか５月の春頃は、ありませんでした。全校のみんなで、がんばって

きたことで、今、こういうすばらしい姿になってきたのです。自分の心を育ててきたのです。 

どうか、この心を、もっと伸ばしていけるように、これからも全校のみんなで頑張っていきましょう。 

逆に言えば、人権は頑張って守っていかないと、すぐに壊れてしまいます。すると、人が傷つくことが

増えていくのです。みんなで、人権を守り続けて行くことが大事なのです。 

１１月の生活目標は、「はきものを揃えよう」でした。１１月はすばらしかったですが、１２月になったとた

んに崩れてしまった人がたくさんいます。靴をぐちゃぐちゃに突っ込んでいる人もいます。正しいこと

を、続けていかないと力は伸びません。 

１２月の生活目標は、「友達を大切にしよう」です。友だちを大切にして、満足した、充実した、一年の終

わりが迎えられるようにしたいと思います。全校みんなで、「人権を守る」「いじめをしない」など、頑張っ

ていきましょう。みなさんなら、必ずできると思います。頑張りましょうね！ 

＜人権集会では、４年生の人権標語の紹介もしました。＞ 

・ 「心にね のこり続ける 感謝の気持ち」  岡屋 孝祐 さん  

・ 「悪口は 心に傷が のこるんだ」      神田 陸仁 さん   

どちらも、心を取り上げています。 

「人権を守る」「守らない」は、自分の心が決めることなのです。 

心が大事なのです。心が育つように、全校みんなでがんばっていきましょう！ 

【感謝の気持ち】 

一年が終わろうとしています。 

 振り返ってみると、東京で世界陸上が開催され、日本人選手の活躍が見られました。 

島根県出身、３０００m障害、三浦龍司選手はあと一歩でメダルに手が届くところでした。 

三浦選手に限らず、多くの選手が、「支えてもらいありがとうざいました。皆さんに感謝しています。」

といった言葉を口々に言っていました。 

「やっぱり一流選手は、感謝の気持ちを強く持っているんだな・・・。」と思いました。 

しかし、 

「一流選手だから感謝の気持ちを持っている・・・ではなくて、感謝の気持ちをもった人が、一流選手に

育っていくのではないか？」と、疑問が湧いてきました。 

幼い頃から、感謝の気持ちを態度や言葉で伝えていると、監督やコーチなど周りの大人は、 

「よし、もっとがんばって教えてあげよう！」「自分の経験で得た技や力を全力で伝えてあげるぞ！」と、

情熱を傾けて指導するようになるのでは・・・。長い年月、周囲の熱い思いが重なって、子どもは力を伸

ばしていき、やがて一流選手に育っていくのではないか・・・。 

さらにまた、こう考えました。 

「いや、両方かもしれないぞ。感謝の気持ちをもった子に対して、周囲の大人は強い気持ちで応援する

ようになっていく。一方、子どもは、その応援をうれしく思い、応えようと努力を重ねていく。努力する

子を見て、周りはさらに熱い指導を行う。子どもはさらに、努力を重ね、力を伸ばすことになる。」 

応援する側、応援される側、双方互いの心が通い合い、力や技が磨かれていくのでは・・・。」 

そう考えると、幼い頃から「感謝の気持ちを伝える」という行為は、非常に大切だと思います。 

また、感謝を伝えることは、自らの将来を変えてしまうくらいに大切なことなのだと、世界陸上を見

ながら考えました。 

今年一年、たくさんの方々の支えのおかげで、高松小学校の学びが深くなりました。心から感謝した

いと思います。 

年が明け、１月８日から３学期が始まります。地域や保護者の方への感謝を忘れず、幸せがいっぱい詰

まった３学期になればいいなと思っています。令和７年度が良い形で締めくくられるように高松小学校

一同力いっぱい励みたいと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは皆様、お体に気を付けて、良いお年をお迎えください。ありがとうございました。 

１２月９日 人権集会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１年生＞       生活科「秋をみつけよう」        体育「マット運動あそび」 

＜２年生＞   図工 「すてきなお面を作って 学校の中をパレードしよう！」 

＜３年生＞ 体育 「タグ・ラグビー」         書写 「書初め教室」 

＜４年生＞ 書写 「書初め教室」 大きな紙に大きい字を書いてみよう！ 

＜５年生＞  高松コミセン主催事業  「しめなわづくり体験」 

＜６年生＞ 書写 「書初め教室」        社会科（同和問題学習） 「差別に立ち上がった人々」 

今年一年、地域・保護者の皆様のおかげで、学びを深めることができました。ありがとうございました。 


